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論 文 内 容 の 要 旨
幼児教育や学校教育な どで特別な教育 を必要 とするような比較的重度の聴覚障害者では,日 常
生活の中で音声 によるコミュニケーションのために,補聴器などの補助機器が使用 され,さ らに,
読話 もごく自然に併用 されるのが普通である。 このような聴覚障害者の 日常生活での音声知覚 の
状態を的確 に評価するには,補 聴器な どの補助機器 と読話とを併用 した状態で評価 することが望
ましい。 また,近 年の電子技術 の進歩によって,聴 神経を直接 に電気刺激す る人工内耳や振動感
覚 を通 じて音情報 を伝達する振動触覚補助機器などが高性能化 ・小型化 し,か な り重度の聴覚障
害者で実用的に使用できるも のが市販される段階になってきた。そ こで,こ のような新タイプの
補助機器使用の評価法の確立 も急務 となってきた。本研究は,聴 覚障害者の 日常の音声知覚の状
況を客観的 ・定量的に評価でき,広 い範囲で共通に用いる ことができ標準的な ものにな りうるよ
うな方法を確立することを目的 とした。また,作 成 した評価法が,音 声を知覚するための リハ ビ
リテーシ ョンの中で,患 者の検査や補聴機器の性能の評価 など,臨 床的にも十分使用できること
も目的 とした。
聴覚障害者の音声聴取能力を評価する方法 として,最 も標準的 に使用されて いるものに,評 価
用 リス トの音韻の構成 をその言語 と相似 させ る,い わゆ るPBリス ト(phoneticallybalanced
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1ist)がある。上記の条件を満足 させる評価法を作成するため,こ のPBリス トの考え方 に基づい
て,音 節 ・単語 ・文のそれぞれのレベルで,聴 覚障害者の音声知覚に影響を及ぼす要因について,
各 リス ト問でバ ランスをとる方法 を取った。そのためにまず,聴 覚障害者の音声知覚に影響する
要因を調査 し,(A)音 韻分布(B)同 口形音の分布(C)時 間的な長さ(D)意 味的な難 易度
の分布 の4点 について,各 リス ト間でバ ランスをとることに した。
「同口形音の分布」のバ ランスを取るためには,日 本語のすべての語音の発話の 口形を,同 口
形音に分類す る必要が ある』そ こで,第1章 では,ス トロボスコープを用いて 日本語 の発話の口
形を観測 し,そ こで得 られたデータを基 に,音 素の種類による口形の特徴 とその調音結合の性質
を解析 した。その結果,母 音については5種 類 半母音 ・子音については7種 類の同口形音 に分
類された。さ らに,そ れぞれの同口形音 に対 して,先 行音や後続音 として起 こりうる場合を考慮
して,調 音結合による同口形音の変化をできるだけ単純な規則に整理 した。 これによって,日 本
語の発話を口形記号で書き表す ことができるようにな り,各 リス ト間の各同口形音の分布のバ ラ
ンスを取 った リス トの構築もできるようになった。
第2章 では,日 本語 の発話の口形の研究で得 られた結果 と,従 来の評価法の作成手川頁をふ まえ
て,聴 覚障害者の読話 と聴取 による音声知覚能力の評価 のための リス トを作成 した。 リス トを作
成す るにあたって,日 本語 の基本語彙2,269語について,バ ランスを取る項 目について記述 した
データベースを作成 した。それを活用 して各リス ト毎 に単語を選択 し,音節 ・単語 ・文 について,
それぞれ5リ ス トつつ作成 した。各 リス トの発話をビデ オテープに録音録画 し,こ れを用いて,
日常的に補聴器 も読話も併用 して音声知覚 を行 っている先天性の聴覚障害者を対象に,リ ス ト間
の等価性を調べた。その結果,リ ス ト間の変動は,音 節 ・単語 ・文の川頁に大き くなる傾向にあっ
たが,い ずれもリス ト間の変動量は小さく,比 較のために用 いてよいと考え られた。
第3章 では,作 成 した評価法が実際の臨床の場面で使用できるか どうか検討するために,① 音
節 ②単語 ③文のそれぞれで,発 話を録画録音 した ビデオテープを用 いて,後 天性聴覚障害の
人工内耳 患者 と先天性 の補聴器装用者を対象 にして,① 音声だけ ②画像だけ ③音声+画 像
の3条 件で再生 して,聞 き取った結果を書 き取ってもらい,音 声知覚能力の評価 を実施 した。
後天性聴覚障害の人工内耳の患者では,① 聴覚(聴 取)と 視覚(読 話)を 併用すると,視 覚だ
け ・聴覚だけによるよりも,音 節 ・単語 ・文のすべてで,よ りよく音声 を知覚で きた。②子音の
知覚にっいては,調 音方法が聴覚によって,調 音場所が視覚によって知覚され,両 者 を併用す る
とそれ らが相補的 に働いて,明 瞭度が上昇した。③人工内耳患者では,人 工内耳聴覚 による音声
知覚の学習の方が,読 話によるものよ りも,容 易に成立 していることが示唆された。
先天性聴覚障害の補聴器装用者では,①視覚と聴覚の併用の効果がはっき りと認め られた者 と,
認め られなかった者がいた。②併用効果 「有」 と 「無」の群の間には,視 覚 による音声知覚の成
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績には差がな く,両 者の差は聴覚による音声知覚能力の差がその原因と考え られた。③補聴器の
使用が音声知覚に寄与 しないような聴覚障害者には,補 聴器以外か ら音声情報 を取 り込む方法や
手話を使用する方法な ど,聴覚障害児の特性 に応 じて教育方法 を整えてい く必要性が示唆された。
以上のように,作 成 した評価法は,後 天性聴覚障害の人工内耳患者や先天性聴覚障害 の補聴器
装用者 の日常生活の音声知覚の状態の評価 として,あ るいは人工内耳や補聴器の有効性 を見てい
く上で,実 用上有用であ り,実 務的に十分使用できるもので あった。 また,聴 覚障害者 の読話 と
聴取による音声知覚の様相が どのようなものであるかについても,新 しい知見が得 られた。 これ
らの結果か ら,本研究で目的 とした評価法は作成できた と考えた。
第4章 では,作 成 した 「聴覚障害者の読話 と聴取 を用 いた音声知覚能力の評価法」による評価
や,音 声知覚のための訓練が,効 率よく実現できるよ うにす るため,評 価の 自動化 とそれを発展
させた 自習機 の試作 を行 った。2人 の人工内耳患者 のリハ ビリテー ションで試用 した結果は良好
で,こ れ によって,成 人の聴覚障害者の音声知覚についての評価が 自動的に実施できるようにな
り,ま た訓練について も自習できるようになる可能性もでてきた。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
聴覚障害者の音声知覚能力の評価は,こ れまで残存聴力の活用(聴 取能力)の 評価が中心にな
されて きた。 しか し,聴 覚障害が重度 になって くると,日 常生活の中での音声によるコミュニケ
ー ションで,補 聴器を活用 した聴取にあわせて,読 話 もご く自然 に併用 され るのが普通で あり,
読話 と聴取 とを併用した状態で も評価できるよ うにす ることが望ましい。また,電 子技術 の進歩
か ら,人 工内耳のよ うな補聴器以外 の補助機器が開発されてきたので,こ のような新型の補助機
器の使用効果の評価方法を確立す ることも急務 となっている。本研究は,以 上のような問題意識
か ら,聴 覚障害者が音声を知覚す るうえで活用 している口形情報,い わゆる 「読話」を含 めて,
音声知覚能力を客観的 ・定量的に評価できる方法を確立 しようとするものである。 さらに,評 価
法 を作成するに際しては,実 際の リハ ビリテー ションの中で患者の検査や補助機器の性能の評価
など,臨 床上十分使用できることを留意 している。
そ のため聴覚障害者の音声知覚能力を評価す る方法 として,最 も標準的に使 用されているPB
リス ト(phoneticallybalancedlist)の考え方 を用 いて,音 素構成 をその言語 の特性 と類似さ
せるという新たな評価 リス トを作成 した。そ して聴覚障害者 の音声知覚に影響する要因を調査 し
て(A)音 韻分布,(B)同 口形の分布,(C)時 間的な長 さ,(D)意 味的な難易度 の分布 の4
点について,ス トロボスコープを用いて 日本語のすべての発話の口形を観測 し,口 形記号で表記
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で きるよ うにした。 これを用いて 日常的 に補聴器 も読話 も併用 して音声知覚 を行 って いる先天性
聴覚障害者を対象 に,文,単 語,音 節の各5リ ス ト間の等価性 を調べた結果,リ ス ト間の変動は
音節 ・単語 ・文の順 に大き くなっているが等価 であ りうることを示 している。
そ して,作 成 した評価法 を用 いて,後 天性聴覚障害 の人工内耳患者 と先天性聴覚障害者を対象
に,音 声知覚能力の評価 を行った結果,こ の評価法は,聴 覚障害者の音声知覚の状態や補助機器
の有効性を評価する上で役に立つ ものであり,臨床的にも十分使用できることが明 らかになった。
さらに音声知覚の訓練が,効 率よく行えるような 自習機の試作を行い,2名 の人工内耳患者に
試用 し今後 の発展の可能性も示している。
また この研究か ら,文 のよ うな高次の言語処理が必要な場合,後 天性聴覚障害者では,視 覚が
聴覚に対 して補助的な役割 を果た し,先 天性聴覚障害者では,聴 覚が視覚に対 して補助的な役割
を果たしている ことが推定できた ことは大きな意味を持つと思われる。 このよ うに聴覚障害者の
音声知覚能力の評価 と訓練 に新 しい知見を得ているが,先 天性聴覚障害者は後天性聴覚障害者 と
異なる知覚の枠組みを習得 している可能性があることか ら,手話使用者の音声知覚能力の評価 に,
本評価法 を使用するには,一 定の限界がある と思われる。
しか し本研究は 日本で初 めて厳密 な重度聴覚障害者用の音声知覚能力評価法 を確立 し,そ れを
人工内耳患者に適用 し有効であることを確かめた。その意味で,聴 覚障害教育 ・リハビリテー シ
ョン領域 の聴覚補償 ・音声言語学習方法の進歩 に寄与するものであ り,高く評価できる。よって,
博士(教 育学)の 学位 を授与するに適当と認める。
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